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研究概要 空洞掘削における岩盤挙動の支配的メカニズムは,初期地圧により閉
塞していた節理が地圧応力解放により生ずるせん断すべり・開口であ
ると考えられる.しかしながら、岩盤中において節理の数は膨大であり,
個々の節理を個別に取り扱うことは到底不可能であり、節理を多数含
む岩盤を等価な連続体に置き換えた解析が望まれる.そこで本研究で
は,応力解放時における節理の挙動のモデル化を行い,これより節理性
岩盤の力学的挙動に関してマイクロメカニクスに基づいてその構成式
を導き,任意の岩盤構造物に対する空洞掘削の連続体解析手法を構
築した.この解析手法の特徴は,(1)節理の挙動をとらえた連続体解析手
法である.(2)卓越節理の走向・傾斜や平均間隔の情報を入力デ-タとし
て,直接解析に反映できる.(3)解析結果として,空洞のはらみだしなどの
岩盤の変形量だけでなく、同時に,節理のせん断・開口変形量の分布
を得られる,等が挙げられる.解析手法の妥当性の検証として,東京電力
塩原発電所,関西電力大河内発電所の地下空洞掘削解析を行い,岩盤
変位量・PS工の軸力などについて計測結果との比較を行った.解析結
果は実際の岩盤挙動を再現できており,開発した解析手法は空洞掘削
解析に適応できるものと考える.また,空洞掘削中に建設現場でボアホ-
ルカメラを用いて計測される.節理など,不連続面の変形量と本解析手
法より求まる節理の変形量(せん断すべり・開口)の比較を行うことによ
り,さらに解析手法の妥当性が議論できるものと考えており,現在,この
研究は進行中である.こうした節理の変形量,直接解析から求めること
は従来の解析手法では不可能であった. 
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